
橋
本
伸
也
著

『
帝
国
・
身
分
・
学
校

1
帝
制
期
ロ
シ
ア
に
お
け
る
教
育
の
社
会
文
化
史
』

上

垣

豊

　
本
書
は
、
比
較
社
会
教
育
社
会
史
研
究
会
を
主
宰
し
、
比
較
史
的
な
観
点

に
立
っ
た
学
際
的
な
共
岡
研
究
を
進
め
て
い
る
橋
本
伸
也
氏
の
、
『
エ
カ
テ

リ
ー
ナ
の
夢
　
ソ
フ
ィ
ア
の
旅
舳
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
に
続
く
、
二
冊
目

の
単
著
で
あ
る
。
望
田
幸
男
氏
ら
に
よ
っ
て
｝
九
八
○
年
代
に
始
め
ら
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
等
教
育
国
際
比
較
史
研
究
に
当
初
か
ら
関
わ
っ
た
著
者
が
、

国
家
と
教
会
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
や
文
化
統
合
を
垂
聞
す
る
社
会
史
研
究
に

も
匿
を
配
り
、
教
育
哲
学
や
教
育
理
論
の
歴
史
に
た
い
す
る
学
識
を
活
か
し

な
が
ら
、
独
自
の
境
地
を
開
い
て
い
っ
た
成
果
で
あ
る
。
前
著
が
女
子
教
育

と
い
う
テ
ー
マ
で
問
題
を
絞
っ
て
論
じ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
本
書
で
は
、

近
世
・
近
代
の
ロ
シ
ア
国
家
と
ロ
シ
ア
帝
国
の
歴
史
を
教
育
社
会
史
と
い
う

視
角
か
ら
総
体
と
し
て
捉
え
な
お
そ
う
と
し
た
試
み
で
あ
り
、
注
も
あ
わ
せ

れ
ば
五
百
ペ
ー
ジ
を
越
え
る
大
著
と
な
っ
て
い
る
。

　
描
き
出
さ
れ
た
世
界
は
、
時
間
軸
で
い
え
ば
、
一
六
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀

初
頭
の
ロ
シ
ア
革
命
ま
で
の
数
百
年
に
わ
た
り
、
領
域
的
に
も
ロ
シ
ア
帝
国

の
最
大
版
図
、
す
な
わ
ち
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
沿
バ
ル
ト
地
域
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
、
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
、
さ
ら
に
は
極
東
ま
で
お
よ
ん

で
お
り
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
民
族
も
、
バ
ル
ト
・
ド
イ
ツ
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
朝
鮮
人
ま
で
多
様
で
、
宗
教
も
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ

ヤ
教
の
み
な
ら
ず
イ
ス
ラ
ー
ム
も
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
読
者
は
ロ
シ
ア
史

と
い
う
よ
り
も
世
界
史
の
パ
ノ
ラ
マ
を
見
る
よ
う
な
思
い
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　
評
者
は
近
代
フ
ラ
ン
ス
史
を
専
攻
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
史
に
つ
い
て
は
ま

っ
た
く
の
門
外
漢
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
教
育
は
ド
イ
ツ
の
影
響
を
強

く
受
け
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
影
響
は
少
な
く
、
本
書
で
も
フ
ラ
ン

ス
へ
の
直
接
的
な
言
及
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
書
評
の
筆
を
と
っ
た
も
の

の
、
何
を
書
く
べ
き
か
迷
っ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
多

少
雑
駁
に
な
る
が
、
評
者
の
関
心
に
沿
っ
て
内
容
の
紹
介
を
行
っ
た
後
、
～

人
の
フ
ラ
ン
ス
近
代
史
を
専
攻
す
る
者
に
何
が
印
象
に
残
っ
た
か
を
述
べ
る

こ
と
で
書
評
の
禁
め
を
果
た
す
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
序
帝
制
期
ロ
シ
ア
に
お
け
る
教
育
の
社
会
文
化
史
　
　
課
題
・
対
・

象
・
方
法
」
で
は
、
最
初
に
、
近
年
の
社
会
史
・
文
化
史
研
究
の
興
隆
が
与

え
た
教
育
史
分
野
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
的
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
社
会

史
・
文
化
史
に
よ
っ
て
「
国
民
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ

ク
ス
と
し
て
の
教
育
や
学
校
へ
の
関
心
が
、
歴
史
研
究
上
の
主
題
と
し
て
」

せ
り
上
が
り
、
「
構
造
史
的
あ
る
い
は
機
能
論
的
な
教
育
文
化
史
と
い
う
新

た
な
潮
流
を
生
み
出
し
」
、
そ
れ
は
「
歴
史
学
と
は
比
較
的
疎
遠
な
ま
ま
に

あ
る
種
の
「
官
房
学
し
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
伝
統
的
教
育
史
学
の
視
野
や

限
界
を
は
る
か
に
超
え
出
て
」
い
た
。
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
批
判
的
摂
取

の
も
と
に
、
本
書
で
は
門
教
育
社
会
史
上
の
問
題
関
心
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、

一
七
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
の
ロ
シ
ア
帝
国
の
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
」
が
課

題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
際
に
、
ロ
シ
ア
の
近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
後
発
国
に
よ
る
先
進
モ
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評書

デ
ル
の
模
倣
と
し
て
描
く
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
＝
体
化
し
つ
つ
あ

る
世
界
の
シ
ス
テ
ム
化
な
い
し
構
造
化
の
重
要
な
一
局
面
と
し
て
も
把
握
」

す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
。
第
二
に
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
文
化
的
再
生
産
論

は
、
「
当
該
社
会
の
階
層
構
造
の
組
織
化
の
さ
れ
方
の
本
質
的
差
異
に
配
慮

し
た
と
き
に
は
じ
め
て
、
ロ
シ
ア
で
も
適
用
可
能
で
あ
る
扁
と
し
、
ロ
シ
ア

の
場
合
、
「
教
育
の
身
分
制
原
理
」
と
称
さ
れ
る
、
身
分
制
と
学
校
教
育
と

が
制
度
的
に
も
集
合
意
識
的
に
も
結
合
さ
せ
ら
れ
た
形
態
に
配
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
第
三
に
、
多
民
族
国
家
で
あ
る
帝
国
の
構
造
の

維
持
と
国
民
国
家
形
成
の
課
題
と
の
矛
盾
を
挙
げ
、
そ
の
矛
盾
は
、
「
学
校

教
育
に
お
け
る
教
授
言
語
の
ロ
シ
ア
語
化
が
も
た
ら
し
た
軋
礫
」
の
な
か
に

尖
鋭
な
形
で
表
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら

三
つ
の
仮
説
が
三
つ
の
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
扱
わ

れ
て
い
る
テ
ー
マ
は
身
分
制
、
近
代
化
、
知
識
社
会
の
形
成
か
ら
国
民
国
家
、

帝
国
と
少
数
民
族
問
題
、
中
・
東
欧
地
域
圏
な
ど
、
西
洋
近
世
・
近
現
代
史

研
究
の
主
要
課
題
の
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
広
汎
で
あ
る
。

　
第
－
部
　
　
「
ロ
シ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
！
知
識
社
会
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
」
で
は
、
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
西
欧
的
学
期
の
受
容
の
特
質
を
知
識
社
会

史
的
方
法
で
解
明
し
、
総
体
と
し
て
の
学
知
の
受
容
の
も
た
ら
す
社
会
的
意

味
を
問
う
」
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
、
教
育
機
関
、
そ
れ
ら
に
関
与
す
る
人
々

の
集
団
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
軸
足
を
お
い
て
分
析
し
、
「
西
欧
の
下
知
の
展

開
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
諸
関
連
が
ロ
シ
ア
を
必
要
と
し
た
と
い
う
、
双
方
向

的
な
関
係
性
の
も
と
で
理
解
」
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
「
第
1
章
　
ロ
シ
ア

の
近
代
化
と
西
欧
的
知
の
移
入
・
受
容
」
は
第
工
部
の
み
な
ら
ず
、
全
体
の

「
見
取
り
図
」
と
な
っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
だ
け
で
な
く
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

経
験
し
た
知
の
変
動
」
が
概
説
的
に
論
じ
ら
れ
、
「
ロ
シ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
の
学
術
・
教
育
分
野
の
相
互
浸
透
的
な
関
係
史
」
が
た
ど
ら
れ
て
い
る
。

本
書
の
な
か
で
も
と
く
に
著
者
の
科
学
史
・
大
学
史
に
関
す
る
深
い
学
識
が

う
か
が
わ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
後
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
一
連
の

テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、
ロ
シ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
関
係
で
の
双
方
向
性
を
指

摘
し
、
「
ロ
シ
ア
は
中
世
・
近
世
以
来
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た

地
域
を
内
部
化
し
、
そ
れ
ら
を
媒
介
者
と
し
て
み
ず
か
ら
の
西
欧
化
を
進
め

た
」
と
し
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
「
第
2
章
　
東
ス
ラ
ヴ
の
正
教
世
界
と
「
ラ
テ
ン
文
化
」
受
容
の
問
題
」

で
は
、
一
七
世
紀
に
ロ
シ
ア
が
「
ラ
テ
ン
文
化
」
に
遭
遇
す
る
際
、
「
媒
介

者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
漏
門
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
文
主
義
者
た
ち
」
に
ま

ず
注
目
す
る
。
モ
ス
ク
ワ
の
国
家
と
教
会
も
、
古
儀
式
派
へ
の
対
抗
と
紀
律

国
家
化
す
る
近
世
国
家
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
の
に
必
要
な
人
員
確
保
の

た
め
に
、
西
欧
型
学
校
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ラ
テ
ン

文
化
が
「
エ
リ
ー
ト
の
地
位
を
正
統
化
す
る
教
養
羅
文
化
資
本
と
し
て
機
能

す
る
ほ
ど
に
深
く
定
着
」
し
た
と
は
雷
え
ず
、
そ
れ
は
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る

近
代
市
民
社
会
形
成
の
弱
さ
に
通
底
」
し
て
い
た
。
ロ
シ
ア
の
西
欧
化
は
、

同
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
身
が
ロ
シ
ア
と
の
相
互
浸
透
す
る
な
か
で
再
定
義
さ

れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
（
八
二
頁
）
。
「
第
3
章
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

と
ロ
シ
ア
」
で
は
、
ロ
シ
ア
の
西
欧
化
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
側
か
ら
促
し
た
代

表
例
と
し
て
「
初
の
学
術
情
報
発
信
源
た
る
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
提
案
し
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
改
革
を
契
機
と
し
て
西
欧
型
科
学
移
入
が
本
格
化

す
る
こ
と
に
な
る
。
「
第
4
章
　
帝
制
期
ロ
シ
ア
の
「
御
雇
外
国
人
」
教
師
」

で
は
、
一
八
世
紀
啓
蒙
期
か
ら
～
九
世
紀
前
半
ま
で
の
百
余
年
の
間
に
招
膀

さ
れ
た
、
ド
イ
ツ
入
を
中
心
と
し
た
外
国
人
学
者
の
相
貌
と
役
割
が
描
き
出
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さ
れ
て
い
る
。
一
九
世
紀
第
二
四
半
世
紀
に
な
っ
て
よ
う
や
く
本
格
化
す
る

「
学
問
の
ロ
シ
ア
化
」
は
、
バ
ル
ト
・
ド
イ
ツ
人
や
御
心
外
国
入
の
子
孫
な

ど
ロ
シ
ア
に
定
住
し
て
い
る
者
も
含
め
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
ド
イ
ツ
人
集
団

の
貢
献
抜
き
に
は
語
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
支
配
的
地
位
を
強
調
す

る
通
説
は
、
ド
イ
ツ
人
と
称
さ
れ
る
人
々
の
多
様
な
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
対
化
さ
れ
て
い
る
。

　
評
者
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ
シ
ア
の
関
係
を
双
方
向
で
と
ら
え
、
両
者

が
相
互
に
浸
透
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
変
化
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
新
鮮
で
あ

っ
た
。
今
日
、
E
U
東
方
拡
大
を
契
機
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
が
問
わ
れ
て
い
る
が
、
著
者
の
繕
う
と
お
り
、
そ
も
そ
も
歴
史
的
に
見
て

も
、
た
え
ず
変
転
し
て
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
存
在

は
イ
エ
ズ
ス
会
や
フ
ラ
ン
ス
語
を
愛
妊
し
た
貴
族
社
会
を
通
し
て
見
え
隠
れ

す
る
が
、
　
八
世
紀
に
は
す
で
に
、
ロ
シ
ア
の
西
欧
化
へ
の
影
響
で
は
ド
イ

ツ
が
フ
ラ
ン
ス
を
凌
駕
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
、
学
術
や
高
等
教
育
が
ド
イ

ツ
の
切
り
札
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
「
知
識
基
盤
社
会
」
と
言
わ
れ
て
い

る
今
日
の
世
界
と
比
し
て
も
、
意
味
深
長
に
思
わ
れ
た
。

　
第
豆
部
　
　
「
第
5
章
　
ロ
シ
ア
の
身
分
制
と
「
教
育
の
身
分
制
原
理
」
」

で
は
ロ
シ
ア
の
身
分
制
の
特
質
を
「
教
育
の
身
分
制
原
理
」
と
い
う
概
念
で

説
明
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
て
い
る
。
近
世
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
身
分
制
は
西

欧
に
比
べ
、
未
成
熟
で
あ
り
、
む
し
ろ
職
業
・
身
分
ご
と
に
普
及
し
た
学
校

教
育
が
「
カ
ー
ス
ト
化
」
を
進
め
る
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
れ
は
、
ヴ
ラ
ジ

ミ
ル
ス
キ
ー
1
ー
ブ
ダ
ー
ノ
ブ
に
な
ら
っ
て
「
教
育
の
身
分
制
原
理
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
の
原
理
に
か
か
わ
る
学
説
史
を
整
理
し
た
後
、
著
者
は
、

「
教
育
の
身
分
制
原
理
」
の
再
定
義
を
試
み
、
「
教
育
機
会
の
制
限
や
排
除

を
介
し
て
身
分
的
固
定
性
を
基
礎
づ
け
る
一
方
、
機
会
開
放
と
教
育
資
格
取

得
に
よ
る
身
分
間
移
動
を
促
進
す
る
と
い
う
両
義
性
を
有
し
た
」
（
＝
エ
ハ

頁
）
と
し
て
い
る
。
第
6
章
で
は
、
「
貴
族
の
特
権
的
教
育
機
関
の
成
立
と

拡
大
」
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
一
八
世
紀
に
始
ま
り
、
一
九
世
紀
に
拡
大
す
る

身
分
的
に
特
権
的
な
教
育
機
関
は
、
軍
事
と
官
僚
制
に
と
っ
て
の
実
用
的
機

能
と
合
わ
せ
て
、
文
化
的
存
在
と
し
て
の
貴
族
に
と
っ
て
の
象
徴
的
意
義
を

有
し
た
。
貴
族
の
特
権
的
教
育
機
関
は
国
民
教
育
省
管
下
で
は
な
く
、
い
ず

れ
も
陸
軍
省
な
ど
の
諸
官
庁
の
管
轄
下
に
お
か
れ
た
。
「
第
7
章
　
国
民
教

育
省
管
下
教
育
機
関
に
お
け
る
身
分
制
問
題
」
で
は
、
大
学
・
ギ
ム
ナ
ジ
ア

な
ど
に
お
け
る
身
分
制
問
題
に
つ
い
て
、
一
九
世
紀
前
半
に
主
眼
を
お
き
な

が
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
大
学
は
、
貴
族
優
先
政
策
が
一
定
効
果
を
挙
げ
た

も
の
の
、
貴
族
と
他
身
分
出
身
者
が
と
も
に
学
び
、
異
な
る
多
様
な
文
化
が

併
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ギ
ム
ナ
ジ
ア
は
古
典
系
と
実
学
系
課
程
に
複
線

化
が
は
か
ら
れ
、
貴
族
・
官
吏
身
分
出
身
者
の
占
め
る
割
合
は
大
学
に
比
し

て
か
な
り
高
い
も
の
の
、
他
身
分
に
も
開
か
れ
て
い
た
。
中
等
・
高
等
教
育

機
関
は
、
「
身
分
的
な
再
生
産
を
通
じ
て
身
分
間
の
差
異
化
を
は
か
り
な
が

ら
」
、
同
時
に
「
社
会
移
動
を
正
統
化
す
る
」
も
機
能
は
た
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
「
第
8
章
　
エ
リ
ー
ト
形
成
の
転
換
と
学
校
…
｝
九
世
紀
後
半
－
二

〇
世
紀
初
頭
」
は
一
九
世
紀
後
半
以
降
に
進
展
し
た
中
等
・
高
等
教
育
シ
ス

テ
ム
の
構
造
転
換
を
、
「
大
改
革
」
期
以
降
の
社
会
変
動
と
の
関
連
で
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
中
等
教
育
が
経
験
し
た
制
度
変
更
は
、

同
時
代
の
西
欧
諸
国
が
経
験
し
た
も
の
と
共
通
し
て
い
た
。
他
方
、
高
等
教

育
で
は
、
大
学
以
上
に
宮
立
私
立
の
多
種
の
高
等
専
門
学
校
が
大
き
く
発
展

し
、
身
分
鋼
的
秩
序
が
完
全
に
解
体
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
階
級
社

会
・
専
門
職
社
会
へ
の
移
行
の
兆
し
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
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評書

9
章
は
＝
九
世
紀
の
エ
リ
ー
ト
中
等
教
育
に
お
け
る
古
典
語
教
育
問
題
」

が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
一
八
三
三
年
に
国
民
教
育
相
と
な
っ
た
ウ
ヴ
ァ
！
ロ
ブ

の
も
と
で
、
古
典
陶
冶
を
申
軸
に
据
え
た
中
等
教
育
が
ロ
シ
ア
教
育
史
上
は

じ
め
て
確
固
た
る
地
位
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ウ
ヴ
ァ
ー
ロ
フ
は
、
古
典

陶
冶
に
よ
っ
て
「
教
養
階
級
と
し
て
の
貴
族
身
分
の
創
出
」
（
二
二
九
頁
）

を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
一
八
四
八
年
革
命
の
後
で
、
い
っ
た
ん

古
典
語
教
育
は
後
退
し
た
が
、
～
八
六
四
年
ギ
ム
ナ
ジ
ア
令
改
正
に
よ
っ
て

古
典
語
教
育
は
再
び
強
化
さ
れ
た
。
こ
れ
は
知
識
と
教
養
に
よ
る
「
貴
族
」

の
創
出
と
い
う
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
的
社
会
階
層
秩
序
へ
の
移
行
を
展
望
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
世
紀
末
の
改
革
で
古
典
語
の
比
重
は
し
だ

い
に
後
退
し
て
い
っ
た
。

　
第
1
0
章
で
は
、
ロ
シ
ア
正
教
会
聖
職
者
身
分
の
学
校
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
正
教
会
は
、
「
教
育
の
身
分
制
原
理
」
を
実
体
化
す
る
い
ち
早
い

事
例
で
あ
り
、
一
八
世
紀
に
は
、
身
分
的
閉
鎖
性
を
格
段
に
強
め
て
「
カ
ー

ス
ト
」
に
擬
せ
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
一
九
世
紀
中
葉
、
と
り
わ
け
「
大

改
革
」
期
以
降
、
教
区
司
祭
位
の
世
襲
制
を
解
体
し
、
聖
職
者
を
開
か
れ
た

社
会
階
級
に
改
造
す
る
一
連
の
措
置
が
法
制
化
さ
れ
、
身
分
制
的
社
会
編
成

は
激
し
い
矛
盾
を
経
験
す
る
。
神
学
校
は
ギ
ム
ナ
ジ
ア
と
並
ぶ
大
学
へ
の
人

的
供
給
源
と
な
っ
た
が
、
良
質
な
司
祭
候
補
者
の
安
定
供
給
に
は
失
敗
し
、

そ
の
後
「
反
改
革
」
に
よ
っ
て
逆
流
が
生
じ
た
。
世
紀
転
換
期
に
は
各
地
の

神
学
校
で
学
校
紛
争
が
頻
発
し
た
が
、
結
局
、
帝
政
政
府
は
、
抜
本
的
改
革

を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
第
E
部
を
読
ん
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
ロ
シ
ア
正
教
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
学
問
的
な
伝
統
の
差
で
あ
り
、
教
会
の
学
問
的
伝
統
に
つ
い
て
比
較
史

的
な
検
討
す
る
必
要
を
感
じ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
一
八
四
八
年
革
命
の
直
後
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
な
か
に
自
由
主
義
へ
の
嫌
悪
か
ら
古
典
人
文
学
、
正
確

に
言
え
ば
異
教
時
代
の
古
典
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
で
て
く
る
。
だ

が
、
そ
の
流
れ
は
異
教
時
代
の
古
典
が
も
つ
教
育
的
価
値
を
高
く
評
価
す
る

イ
エ
ズ
ス
会
な
ど
の
存
在
に
よ
っ
て
未
然
に
防
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

近
代
市
民
社
会
形
成
に
お
け
る
ラ
テ
ン
文
化
の
役
割
を
肯
定
的
に
評
価
し
て

い
る
点
が
大
変
興
味
深
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
や
七
月
王
政
の
政
治
家
ギ
ゾ
ー
の
政
策
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
革
命

後
の
混
乱
状
況
の
な
か
か
ら
算
し
い
統
治
階
級
を
創
出
し
、
鍛
え
直
す
た
め

に
、
「
百
科
全
書
的
」
教
育
か
ら
古
典
人
文
学
教
育
重
視
へ
と
エ
リ
ー
ト
教

育
が
回
帰
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
他
方
、
中
等
・
高
等
教
育
の
エ
リ
ー
ト
養
成
機
関
が
細
分
化
さ
れ
、
し
か

も
身
分
的
に
分
断
さ
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
で
、
は
た
し
て
、
官
僚
団
の
一
体
性

や
統
治
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
確
保
さ
れ
た
の
か
疑
問
に
思
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
改
革
の
後
、
中
等
教
育
殺
階
ま
で
の
エ

リ
ー
ト
教
育
で
は
国
立
中
等
学
校
の
育
成
・
強
化
と
、
私
学
へ
の
規
制
、
バ

カ
ロ
レ
ア
な
ど
を
通
じ
て
教
育
内
容
の
統
一
に
つ
と
め
、
エ
リ
ー
ト
集
団
の

一
体
性
の
確
保
に
腐
心
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
く
ら
べ
て
、
ロ
シ
ア
の
事
情

は
相
当
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
関
連
し
て
、
八
章
で
、
「
新
た

な
分
野
の
専
門
職
者
を
含
み
込
ん
だ
「
新
し
い
エ
リ
ー
ト
集
団
」
」
が
形
成

さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
「
集
団
」
と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
一
体
性
や
自
己
意
識
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

と
も
ナ
ロ
！
ド
ニ
キ
主
義
や
マ
ル
ク
ス
主
義
が
、
細
分
化
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト

養
成
機
関
に
代
わ
っ
て
、
エ
リ
ー
ト
あ
る
い
は
対
抗
エ
リ
ー
ト
集
団
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
第
巫
部
　
教
育
シ
ス
テ
ム
の
帝
国
的
再
編
と
民
族
問
題
」
、
「
第
1
1
章
帝
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国
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
学
校
」
で
は
、
西
部
諸
県
・
沿
バ
ル
ト
諸
県
と
東
部
・

南
部
の
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
ム
ス
リ
ム
住
民
に
た
い
す
る
「
ロ
シ
ア
化
」
政
策

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
地
域
に
お
け
る
諸
民
族
の
複
雑
な
関
係
を
反
映
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
運
動
へ
の
帝
国
政
腐
の
対
応
は
異
な
り
、
「
ロ
シ
ア
化
」

政
策
に
つ
い
て
も
地
域
的
、
民
族
的
に
差
異
化
さ
れ
た
諸
シ
ス
テ
ム
が
併
存

し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
西
部
諸
県
で
は
統
治
エ
リ
ー
ト
と
し
て
翼
黒
し
た

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
従
属
的
立
場
に
あ
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
人

な
ど
と
の
対
立
が
、
東
部
・
南
部
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
内
の
改
革
派
と
保
守
派

と
の
対
立
が
絡
ん
で
、
「
ロ
シ
ア
化
」
政
策
は
複
雑
に
展
開
し
た
。
い
ず
れ

の
地
域
で
も
「
ロ
シ
ア
化
」
は
所
期
の
目
的
を
達
成
せ
ず
、
か
え
っ
て
民
族

性
の
覚
醒
と
諸
民
族
集
団
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
自
立
化
が
助
長
さ
れ
、

「
帝
国
的
秩
序
衰
退
」
に
み
ち
び
く
誘
因
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
「
第
1
2
章
ウ
ヴ
ァ
ー
ロ
フ
教
育
大
臣
期
の
西
部
諸
県
教
育
政
策
と
「
ポ
ー

ラ
ン
ド
問
題
扁
」
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
域
で
形
成
さ
れ
た
教
育
的
伝
統
が
、

併
合
以
後
、
帝
国
の
政
策
と
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ
て
ど
の
よ
う
な
展
開

を
遂
げ
た
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
お
け
る
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
学
校

シ
ス
テ
ム
」
の
終
焉
の
後
、
国
民
教
育
相
に
就
任
し
た
ウ
ヴ
ァ
ー
ロ
フ
は
、

文
化
と
教
育
を
通
じ
て
諸
民
族
の
自
発
的
同
化
を
求
め
た
。
だ
が
、
こ
う
し

た
穏
健
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
か
ら
拒
否
さ
れ
た
。
他
方
、
表

衝
的
に
は
帝
国
の
方
針
に
従
っ
て
い
た
か
に
見
え
た
学
校
も
、
実
際
に
は
む

し
ろ
ポ
ー
ラ
ン
ド
精
神
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
の
涌
養
に
寄
与
し
て
い
た
。
続

い
て
、
第
1
3
童
・
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
領
時
代
に
高
い
識
字
率
を
誇
っ
て
い

た
沿
バ
ル
ト
諸
国
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
ロ
シ
ア
領
に
編
入
さ
れ

て
か
ら
、
い
っ
た
ん
識
字
能
力
が
落
ち
込
む
が
、
ド
イ
ツ
人
貴
族
の
影
響
力

を
そ
ぐ
目
的
も
あ
っ
て
、
帝
国
政
府
は
学
校
普
及
を
進
め
て
い
く
。
世
紀
中

葉
に
皇
帝
に
期
待
を
寄
せ
る
エ
ス
ト
ニ
ア
人
・
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
人
の
大
規
模
な

正
教
改
宗
が
生
じ
、
こ
れ
を
受
け
て
帝
政
政
府
は
彼
ら
の
た
め
に
ロ
シ
ア
語

を
教
授
す
る
正
教
民
衆
学
校
を
設
立
し
て
い
っ
た
。
だ
が
、
当
初
は
帝
国
に

期
待
を
寄
せ
て
い
た
民
族
運
動
も
世
紀
宋
に
ロ
シ
ア
化
政
策
が
実
施
さ
れ
る

と
、
帝
国
に
幻
滅
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
1
4
章
で
は
「
対
ユ
ダ
ヤ
教
育
政

策
の
展
開
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
教
育
経
験
」
が
検
討
さ
れ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
近
代

主
義
者
と
伝
統
主
義
者
と
に
分
裂
し
、
帝
国
に
よ
る
統
合
政
策
は
近
代
主
義

者
と
の
合
作
の
面
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
他
の
民
族
集
団
に
た
い
す
る

「
ロ
シ
ア
化
」
政
策
が
強
行
さ
れ
た
時
期
に
、
「
ユ
ダ
ヤ
人
割
当
鋼
と
い
う

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
な
排
除
政
策
が
採
用
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で

も
統
合
政
策
は
、
唐
門
職
や
学
問
の
世
界
に
活
躍
す
る
人
材
や
、
カ
ウ
ン

タ
ー
・
エ
リ
ー
ト
を
生
み
出
し
、
政
庸
の
意
図
を
超
え
た
成
功
を
収
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
樺
桜
部
は
補
導
②
で
ロ
シ
ア
極
東
の
朝
鮮
人
も
扱
っ
て
お
り
、
本
書
の
な

か
で
も
世
界
史
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
広
が
り
を
も
っ
と
も
感
じ
さ
せ
る
部
分
で

あ
る
。
様
々
な
読
み
方
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
評
者
が
一
番
感
銘
を
受
け
た

の
は
、
民
衆
教
育
に
た
い
す
る
視
角
と
言
語
政
策
の
比
較
史
的
考
察
で
あ
る
。

近
代
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
反
発
す
る
民
衆
の
側
の
動

き
が
あ
ま
り
よ
く
見
え
て
こ
な
い
憾
み
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
帝
国
史

研
究
全
体
が
抱
え
る
課
題
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
本
書
全
体
を
と
お
し
て
感
じ
た
こ
と
や
考
え
さ
せ
ら
れ
た
点
を
述

べ
て
お
こ
う
。
著
者
は
学
校
教
育
の
啓
蒙
的
役
割
、
あ
る
い
は
近
代
市
民
社

会
を
形
成
す
る
役
割
に
つ
い
て
は
、
文
化
的
再
生
産
論
を
承
認
し
な
が
ら
も
、

大
局
的
に
は
肯
定
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
近
代
的
知
識

の
魅
力
は
岩
盤
の
隙
間
に
し
み
こ
む
雨
水
の
如
く
、
伝
統
主
義
の
支
配
す
る
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空
知
に
も
じ
わ
じ
わ
と
浸
透
し
た
」
（
四
一
一
頁
）
と
い
う
文
言
に
、
著
者

の
教
育
に
対
す
る
期
待
あ
る
い
は
希
望
を
読
み
取
る
の
は
そ
う
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
。
こ
う
し
た
変
化
が
表
れ
る
に
は
か
な
り
の
時
間
が
必
要
と
な
る

が
、
そ
の
た
め
に
も
ロ
ン
グ
・
デ
ュ
レ
で
分
析
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　
評
者
は
こ
う
し
た
立
場
に
全
体
と
し
て
共
感
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
派
か
ら
は
「
近
代
的
知
識
」
あ
る
い
は
「
西
欧
的
知
」
に
た
い
し

て
あ
ま
り
に
楽
観
的
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
批
判

は
お
く
と
し
て
も
、
「
近
代
的
知
識
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
内
実
は
、

別
個
に
問
題
に
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
関
連
し
て
、
本
書
で
は
「
古
典
的
陶

冶
」
＝
般
的
陶
冶
」
「
実
学
」
「
専
門
的
陶
冶
し
と
い
っ
た
教
育
学
用
語
が

手
際
よ
く
整
理
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
一
点
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。
「
一
般
的
陶
冶
」
の
「
一
般
」
は
「
普
通
教
育
」
と
「
教
養
教
育
」
の

ど
ち
ら
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
に
関
わ
る
か
で
、
か
な
り
含
意

が
異
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
だ
が
、
著
者
の
考
え
を
聴
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。　
フ
ラ
ン
ス
と
の
比
較
で
は
、
教
育
改
革
や
改
革
議
論
の
同
時
性
あ
る
い
は

共
通
性
が
印
象
に
残
っ
た
。
一
九
世
紀
の
教
育
改
革
や
改
革
議
論
で
は
、
ド

イ
ツ
の
影
響
を
よ
り
直
接
に
受
け
た
た
め
か
、
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ア
の
設
置
な

ど
ロ
シ
ア
の
ほ
う
が
フ
ラ
ン
ス
よ
り
早
く
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

工
業
技
術
系
高
等
教
育
機
関
の
「
突
出
的
成
長
」
（
二
〇
九
買
）
が
見
ら
れ

た
ロ
シ
ア
は
、
ウ
ル
ト
ラ
・
エ
リ
ー
ト
養
成
の
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル
を
除

い
て
工
業
技
術
系
高
等
教
育
機
関
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
フ
ラ

ン
ス
に
比
べ
、
か
な
り
進
ん
で
い
る
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
た
。
本
書
の
直
接

の
検
討
対
象
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
の
「
先
進
性
」
は
、
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
知
識
人
の
誕
生
」
（
○
冨
δ
8
9
Φ
○
冨
ユ
Φ
）
に
も
影
響

を
与
え
た
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
形
成
と
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
他
に
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
連
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
ロ
シ
ア
貴
族
の
身
分
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
ひ
と
つ
を
な
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
、
外
国
文

化
の
受
容
と
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
を
考
え
る
上
で
興
味
深
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

の
エ
リ
ー
ト
教
育
に
お
け
る
古
典
人
文
学
教
育
の
支
配
的
地
位
は
二
〇
世
紀

初
頭
ま
で
続
き
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
地
位
は
決
し
て
高
く
は
な
か
っ
た
。
ア
ン

ド
レ
・
シ
ェ
ル
ヴ
ェ
ル
に
よ
る
と
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
フ
ラ
ン
ス

で
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
の
は
、
ラ
テ
ン
語
が
教
授
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
女
子
教
育
、
貴
族
家
族
で
の
家
庭
教
師
に
よ
る
教
育
ぐ
ら
い

で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
最
初
の
文
法
書
は
一
六
世
紀
初
頭
に
英
語
で
書

か
れ
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
貴
族
が
洗
練
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
を
巧
み
に
操
る
こ
と
を

重
視
し
始
め
た
の
は
、
一
七
世
紀
前
半
以
降
に
す
ぎ
ず
、
外
国
の
貴
族
と
同

じ
よ
う
に
、
家
庭
教
師
を
つ
け
て
子
ど
も
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
さ
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
考
え
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
国
際
語
と
し
て
の
威

信
の
高
ま
り
と
、
主
に
外
国
人
を
対
象
と
し
て
発
達
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
教
授

法
が
、
国
内
で
の
文
化
統
合
に
役
立
っ
た
と
も
雷
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
一

七
五
一
年
に
貴
族
子
弟
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
王
立
士
官
学
校
で
フ
ラ
ン
ス

語
教
育
が
初
め
て
重
視
さ
れ
、
こ
う
し
た
伝
統
は
そ
の
後
に
創
設
さ
れ
、
貴

族
子
弟
が
多
く
入
学
し
た
サ
ン
ー
シ
ー
ル
陸
軍
学
校
や
海
軍
士
官
学
校
な
ど

に
受
け
継
が
れ
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
、
貴
族
は
フ
ラ
ン
ス
語
を

巧
み
に
操
る
こ
と
に
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
求
め
て
い
く
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
と
比
較
検
討
す
れ
ば
、
同
時
代
に
進
む
ロ
シ
ア
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の
「
貴
族
身
分
の
心
性
の
成
熟
」
（
一
六
三
頁
）
も
違
っ
た
見
方
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

　
ブ
ル
デ
ュ
i
、
フ
ー
コ
ー
、
ア
リ
エ
ス
ら
の
研
究
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

U
o
巨
艮
ρ
器
｝
巳
寅
、
ζ
母
す
ζ
巴
Φ
巨
器
O
o
玉
葉
民
①
、
沁
。
ひ
Q
興
O
げ
母
鉱
興

ら
に
よ
る
新
し
い
教
育
史
の
試
み
に
有
利
な
状
況
を
作
り
出
す
と
同
時
に
、

学
校
に
対
し
敵
対
的
な
風
土
を
生
み
出
し
た
。
だ
が
、
郵
貯
、
O
o
ヨ
O
財
Φ
、

≦
臨
①
ヨ
男
茎
『
o
映
は
、
一
六
世
紀
か
ら
｝
八
世
紀
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
に

設
立
さ
れ
た
。
レ
ー
ジ
ュ
の
比
較
研
究
を
通
じ
て
、
議
を
な
に
か
と
批
判

し
た
が
る
同
時
代
の
風
潮
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
同
じ
よ
う
に
ブ

ル
デ
ュ
ー
ら
に
影
響
を
受
け
た
著
者
が
、
本
書
に
お
い
て
反
学
校
的
欝
説
を

克
服
す
る
歴
史
研
究
の
可
能
性
を
示
し
た
こ
と
は
、
史
学
史
の
上
で
興
味
深

い
も
の
が
あ
る
。
日
本
で
は
学
術
研
究
に
お
い
て
さ
え
、
陳
腐
化
し
た
反
学

校
的
雷
説
が
ま
だ
堂
々
と
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。
本
書
を
契
機
に
し
て
、
こ

う
し
た
風
潮
が
す
み
や
か
に
克
服
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

　
誤
読
や
誤
解
は
多
々
あ
る
も
の
と
思
う
が
、
ロ
シ
ア
史
の
門
外
漢
で
あ
る

こ
と
に
免
じ
て
、
ご
寛
恕
を
乞
い
た
い
。

①
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